
おおはる議会だより（1）

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

　

空
調
設
備
を
設
置
し
た
の

で
、
小
学
校
体
育
館
と
中
学
校

柔
剣
道
場
の
学
校
開
放
時
に
お

け
る
冷
暖
房
使
用
料
を
新
た
に

規
定
し
ま
す
。

　

冷
暖
房
使
用
料
は
、
１
時
間

当
た
り
３
０
０
円
で
す
。

　

使
用
料
が
減
免
に
な

る
団
体
は
、
冷
暖
房
使
用
料
も

減
免
に
な
る
の
か
。

　

同
じ
く
減
免
と
な
る
。
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議会だより議会だより
おおはる

  

３３
月
定
例
会　

条
例
の
一
部
改
正

月
定
例
会　

条
例
の
一
部
改
正

質
問

予
算
の
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
を
求
め
る

予
算
の
公
平
性
・
透
明
性
の
確
保
を
求
め
る

答
弁

スポーツセンターキッズエリア開所式

１
月
27
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
６
千
円
分
の
プ
リ
ペ
イ
ド
型

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
町
民
に
配
布
す
る
食
料
品
物
価
高
騰
支
援
事
業

や
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
は
３
月
４
日
に
開
会
し
、
20
日
間
の
会
期
で
行
い

ま
し
た
。

　

１
２
４
億
８
４
０
０
万
円
の
過
去
最
大
の
一
般
会
計
予
算
と
な

り
、
大
治
南
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
実
施
設
計
業
務
委
託
料
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
委
託
料
や
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す
る
小
中
学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
軽
減
施
策
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
や
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を
含
む
全
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
提
出
し
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

▼
砂
子
防
災
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　

３
億
３
１
０
０
万
円

　

整
備
工
事
と
と
も
に
、
工
事

で
使
用
し
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

（
建
設
土
砂
の
一
時
保
管
場
所
）

の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業

▼
小
中
学
校
給
食
費
補
助
金

　
　

１
億
４
８
４
６
万
１
千
円

　

町
内
小
学
校
は
無
償
化
、
中

学
校
は
保
護
者
負
担
を
軽
減
。

▼
南
小
学
校
長
寿
命
化
改
修

         

実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　

４
２
０
３
万
７
千
円

▼
通
学
路
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
万
円

　

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た

め
、
長
牧
地
区
２
カ
所
、
堀
之

内
地
区
１
カ
所
の
整
備
工
事
を

行
い
ま
す
。

▼
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
１
０
０
万
円

　

寄
付
の
働
き
か
け
を
、
企
業

へ
行
う
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
業
務

を
委
託
し
ま
す
。

  

１１
月
臨
時
会

月
臨
時
会 

▼
食
料
品
等

　
　
　

物
価
高
騰
支
援
事
業
費

　
　

２
億
４
２
２
５
万
３
千
円

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
町

民
１
人
当
た
り
６
千
円
の
プ
リ

ペ
イ
ド
型
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配

布
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

令
和
８
年
１
月
１
日
時
点
で

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

【
配
布
方
法
】

　

ゆ
う
パ
ッ
ク
（
対
面
配
達
）

【
使
用
期
限
】

　

令
和
８
年
11
月
30
日　

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　

８
６
２
万
円

▼
減
債
基
金
積
立
金

　
　
　
　

２
４
１
１
万
８
千
円

▼
保
育
所
等
給
食
費
軽
減
対
策

支
援
補
助
金
（
追
加
分
）

　
　
　
　

１
３
７
５
万
２
千
円

　

物
価
高
騰
の
中
で
給
食
費
を

値
上
げ
せ
ず
、
引
き
続
き
適
切

な
給
食
を
提
供
し
て
い
る
保
育

所
３
園
を
支
援
す
る
た
め
の
補

助
金
で
す
。

▼
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

　
　
　
　

設
備
及
び
運
営
条
例

　

職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待
に
関

す
る
通
報
義
務
を
定
め
る
も
の

で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

新
た
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
課
税
額
を
新
設
し

ま
す
。
ま
た
、
財
政
運
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
保
険
税
率

を
引
き
上
げ
ま
す
。

▼
町
職
員
の
給
与
条
例

　

令
和
７
年
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
、
期
末
・
勤
勉
手
当
を

合
わ
せ
て
４
・
６
０
月
分
か
ら

４
・
６
５
月
分
に
改
定
し
、
駐

車
場
な
ど
の
利
用
に
対
す
る
通

勤
手
当
を
新
設
し
ま
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
２
軍
候
補
地
へ
の
立
候
補
を
町
長
へ
要
望

南小学校体育館



おおはる議会だより（2）

　

　

約
４
倍
の
抗
原
を
含

ん
だ
ワ
ク
チ
ン
で
、
効
果
が
高

い
と
さ
れ
て
い
る
。
75
歳
以
上

の
希
望
者
１
０
０
０
人
分
を
見

込
ん
で
い
る
。

▼
砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
費

　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

化
に
向
け
た
運
営
支
援
と
３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
。

　

砂
子
地
区
だ
け
の
３

Ｄ
都
市
モ
デ
ル
な
の
か
。

　

国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
全
町
を
３
Ｄ
化
し
た
も
の

を
作
成
す
る
。

▼
福
祉
医
療
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

８
１
４
万
円

　

ど
の
よ
う
な
改
修
を

す
る
の
か
。

　

受
給
者
証
を
提
示
す

れ
ば
、
他
の
都
道
府
県
で
も
、

窓
口
負
担
な
く
受
診
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
令
和
９
年
４
月
実

施
に
向
け
て
改
修
す
る
。

●
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

　

土
木
費
と
教
育
費
の

予
算
削
減
が
大
き
い
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。

　

土
木
費
は
厳
し
い
予

算
枠
と
な
っ
て
い
る
が
、
安
全

対
策
に
は
可
能
な
限
り
予
算
を

配
分
し
た
。

　

教
育
費
を
減
額
し
た
の
は
、

体
育
館
の
空
調
設
備
工
事
が
終

了
し
た
た
め
な
ど
で
あ
る
。

▼
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

　

　

行
財
政
改
革
で
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
が
30
％
削
減

さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
れ

以
下
の
も
の
も
あ
る
。

　

財
政
状
況
が
良
く
な
っ
て
き

た
な
ら
、
公
平
感
か
ら
一
律
に

10
％
や
15
％
と
い
っ
た
形
で
の

削
減
で
の
検
討
を
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
削
減
率
が
違
う
基
準

や
考
え
方
を
問
う
。

　

一
律
30
％
が
無
理
な

ら
20
％
に
し
よ
う
か
と
い
っ
た

議
論
は
な
か
っ
た
。

　

行
革
プ
ラ
ン
で
30
％
削
減
方

針
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

き
担
当
部
局
が
所
管
す
る
団
体

と
話
を
進
め
て
い
く
中
で
、
人

件
費
や
負
担
金
な
ど
の
理
由
で

30
％
削
減
に
至
ら
な
い
場
合
も

出
て
き
た
。
活
動
費
は
30
％
削

減
を
目
指
し
て
行
っ
た
。

▼
予
防
接
種
委
託
料（
新
規
分
）

　
　
　
　
　
　

１
４
３
４
万
円

　
　

　

高
用
量
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
普
通
の
ワ

ク
チ
ン
と
ど
う
違
い
、
何
人
分

の
予
算
な
の
か
。

　

　

　

一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。

質問と答弁を要約してお知らせします。

ガイドラインを徹底

　　
安
心
・
安
全
な
学
校
の
た
め
の
施
策
は

安
心
・
安
全
な
学
校
の
た
め
の
施
策
は

教
育
長　

①
今
ま
で
に
町
内
の
小
中
学

校
で
は
な
か
っ
た
。

②
こ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
り
、
教
育
に

対
す
る
信
頼
が
損
な
わ
れ
た
。
教
員
一

人
一
人
の
誠
実
で
地
道
な
取
り
組
み
が

信
頼
を
回
復
す
る
道
と
な
る
こ
と
を
学

校
現
場
で
共
有
し
た
。

　

盗
撮
行
為
、
わ
い
せ
つ
行
為
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
全

教
職
員
に
対
し
徹
底
し
た
。

　

    　

   

学
校
教
職

員
の
わ
い
せ

つ
行
為
な
ど

の
不
祥
事
が

全
国
的
に
報

告
さ
れ
て
い
る
。

①
今
ま
で
に
町
内
の
小
中
学
校
で
そ
の

よ
う
な
事
例
は
あ
っ
た
か
。

②
盗
撮
行
為
、
わ
い
せ
つ
行
為
の
全
国

の
事
例
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
。

問　

円
楽
寺
地
区
の
緊
急
農
地
防
災
事

業
の
ポ
ン
プ
設
置
完
了
の
予
定
が
伸
び

た
。
工
事
費
も
予
定
よ
り
大
幅
に
増
え

た
。
原
因
は
何
か
。

答　

想
定
以
上
に
作
業
が
制
限
さ
れ
、

作
業
効
率
が
悪
か
っ
た
。
工
事
費
増
は

人
件
費
や
資
材
の
高
騰
が
影
響
し
た
。

教
育
部
長　

①
現
在
は
、
消
火
活
動
の

た
め
の
防
火
水
槽
と
し
て
管
理
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
、
明
確
な
活
用
方
針

は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
学
校
用
途
を

念
頭
に
、
町
全
体
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
も

総
合
的
に
勘
案
し
た
活
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

②
用
途
に
応
じ
た
国
の
補
助
制
度
が
あ

り
、
整
備
を
検
討
す
る
際
に
は
、
補
助

金
の
活
用
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

　　

小
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用
を
問
う

小
学
校
プ
ー
ル
跡
地
の
活
用
を
問
う

　

小
学
校
の

プ
ー
ル
施
設

の
老
朽
化
や

維
持
管
理
費

の
増
加
な
ど

の
理
由
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
プ
ー
ル

授
業
は
民
間
施
設
を
活
用
し
て
い
る
。

　

使
用
し
て
い
な
い
プ
ー
ル
跡
地
を
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
、
防
災
備
蓄
倉
庫
な
ど
と
し
て

整
備
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

本
町
で
も
、
地
域
交
流
や
防
災
機
能

を
備
え
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

整
備
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
現
在
の
プ
ー
ル
跡
地
管
理
状
況
及
び

活
用
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

②
国
の
補
助
制
度
活
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
問
う
。

　　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
を
条
例
に
せ
よ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
を
条
例
に
せ
よ

福
祉
部
長　

特
に
乳
幼
児
や
基
礎
疾
患

を
有
す
る
高
齢
者
に
お
い
て
、
重
症
化

の
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
は
本
年
４
月
か
ら
妊
婦
に
対
す
る

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
予
防

接
種
と
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
対
す
る
費
用
助
成
に
つ
い

て
は
、
今
後
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

高齢者については国の動向を注視

　　

砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
は
成
り
立
つ
事
業
か

砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
は
成
り
立
つ
事
業
か

 手
て じ ま

嶋　いずみ

　　

予
防
接
種
な
ど
高
齢
者
施
策
は

予
防
接
種
な
ど
高
齢
者
施
策
は

スマホから簡単
に見られます！

　

乳
児
や
高

齢
者
へ
の
感

染
症
予
防
接

種
は
必
要
だ
。

　

飛
沫
や
接

触
で
広
が
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
児

が
罹り

か
ん患
す
る
と
肺
炎
な
ど
重
症
化
し
や

す
く
、
高
齢
者
が
罹
患
し
た
場
合
、
重

篤
化
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

　

予
防
に
有
効
な
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
、
令
和
８
年
度
よ
り
妊
婦
に
は

定
期
予
防
接
種
の
見
込
み
だ
が
、
高
齢

者
は
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

問　

本
町
の
終
活
支
援
体
制
は
。

答　

役
場
な
ど
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
配
布
し
て
い
る
。

町
長　

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
２
軍
施
設
の

誘
致
が
成
功
し
た
ら
、
交
流
人
口
の
増

加
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
、
さ
ら
に
は

本
町
の
知
名
度
向
上
な
ど
、
多
面
的
な

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

魅
力
的
な
計
画
な
の
で
、
今
年
公
表

さ
れ
る
募
集
条
件
を
確
認
し
て
、
効
果

や
課
題
を
検
証
し
、
誘
致
を
前
向
き
に

考
え
て
い
く
。

    　
　

中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
は
、

２
軍
施
設
の

移
転
先
を
公

　

募
す
る
と
発
表
。

　

プ
ロ
野
球
球
団
の
誘
致
は
、
地
域
の

知
名
度
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
、
そ

し
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
持
っ
た
事
業

だ
と
考
え
る
。

　

こ
の
百
年
に
一
度
の
事
業
に
、
誘
致

の
立
候
補
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

町
長
は
、
昨
年
９
月
議
会
と
12
月

議
会
の
答
弁
の
中
で
、
一
般
会
計
か
ら

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

し
な
い
と
言
っ
た
。ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

財
源
が
確
保
で
き
た
た
め
、
繰
り

入
れ
を
行
っ
た
。

　　

本
町
に
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
誘
致
を

本
町
に
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
誘
致
を

 後
ご と う だ

藤田 麻
ま み こ

美子

幅広い用途での活用を検討

前向きに調査し検討する

質
問

答
弁

林
はやし

　　健
け ん じ

児 林
はやし

　　哲
てっしゅう

秀

令
和
８
年
度
予
算
質
疑
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

令
和
８
年
度
予
算
質
疑
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

ワクチン接種で予防 大治小学校のプールの現状

誘致の要望書を提出しました

質
問

答
弁

令 和 ７ 年 ７ 月 

愛知県教育委員会 

自校児童生徒への盗撮行為・わいせつ行為撲滅のためのガイドライン 

はじめに 

教職員による児童生徒へのわいせつ行為や盗撮事件が発生すると、教育現場への信頼が大きく揺

らぐこととなります。こうした事件は、教育者としての倫理観の欠如を露呈し、深刻な社会問題と

なるとともに真面目に職務に精励し、情熱を持って児童生徒に接している多くの教職員に対する重

大な裏切り行為でもあります。 

本ガイドラインは、このような不祥事発生の未然防止を目的に、教職員一人一人が遵守すべき行

動規範と校内体制の整備について示すものです。 

 

１ 基本的な服務規律の遵守 

教職員は、児童生徒の人権と尊厳を守る立場であることを常に自覚し、法令や教育委員会の指針

等を厳守すること。わいせつ行為や盗撮は、教育活動の前提である、児童生徒や保護者との信頼関

係を根底から覆す重大な犯罪行為であり、懲戒処分、刑事処分の対象となることを認識すること。 

 

２ 盗撮行為防止のための具体的対策 

○撮影機材の管理･･･････撮影は学校で決められた機材を使用し、個人で所有するカメラやタブ

レット、スマートフォン等による撮影は禁止する。 

○撮影データの管理･････児童生徒が撮影された画像等は、内容を管理職が確認の上、校務系 

ファイルサーバ（児童生徒及び保護者の許諾を得た場合は教育系ファ

イルサーバ）で管理する。個人で所有する端末に保管したり、無断で

校外に持ち出したりしない。 

○教室・更衣室・トイレの点検･･･清掃時等、定期的に点検を行い、カメラ等の不審物がないか確認する。

また、盗撮の温床となり得る荷物等の放置をしない。 

○Ｗｅｂページ、ＳＮＳの運用管理･･･学校が運営するＷｅｂページやＳＮＳの運用ルールを再確認し、写真

等が悪用され、児童生徒が被害に遭うことを予防する。 

 

３ わいせつ行為防止のための具体的対策 

○個別対応時の配慮･････児童生徒との個別面談では、密室を避け、適切な距離を確保する。 

○私的連絡の禁止･･･････児童生徒との私的な電話・メール・ＳＮＳ・アプリケーションを介した 

やり取りは一切禁止する。 

○身体接触の制限･･･････身体接触は原則禁止である。安全確保や生活介助等でやむを得ない場

合を除き、児童生徒の身体にむやみに接触しない。 

○管理職への報告義務･･･万が一、教職員の不適切な言動により児童生徒の被害が疑われる場合

は、速やかに管理職へ報告する。 

 

４ 児童生徒への啓発と支援体制の整備 

○相談窓口の周知･･･････児童生徒に対し、悩みや不安を気軽に相談できるよう、相談担当教員

やスクールカウンセラー、生活アンケート等を活用した相談体制の確

認と周知を行う。 

○啓発の徹底･･･････････児童生徒に対し、むやみに教職員と個人的な連絡先（携帯電話番号や

ＳＮＳのアカウント等）を交換しないよう指導する。ただし、休日に

おける校外での活動のための連絡等、やむを得ない事情により管理職

の許可を得た場合は、この限りではない。 

○異変への迅速な対応･･･児童生徒に対し、更衣室やトイレに普段と違う物が置かれているなど

の異変に気づいた場合は、直ちに教職員に報告するよう指導する。 

別別添添３３

県教育委員会のガイドライン



おおはる議会だより（3）

よ
り
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
も
の
。

　

賠
償
額
の
根
拠
は
。

　

他
に
同
様
の
事
例
は
な
い
か
。

　

イ
ラ
ス
ト
の
使
用
許

諾
管
理
会
社
の
料
金
表
で
確
認

し
た
。

　

町
全
体
で
、
他
に
無
断
使
用

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問

総
務
部
長　

①
明
確
な
基
準
や
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。
他
自
治
体
の
条
例

を
参
考
に
検
討
を
進
め
る
。

②
条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

中
で
、
第
三
者
を
含
む
組
織
構
成
も
考

え
て
い
く
。

③
カ
ス
ハ
ラ
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
対
話
を

打
ち
切
る
対
応
例
を
示
し
て
い
る
。

町
長 
④
条
例
化
に
向
け
て
、
９
月
議

会
ま
で
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

条例化に向けて検討

　　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
を
条
例
に
せ
よ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
を
条
例
に
せ
よ

成り立たない可能性はある　現在は準備段階

建
設
部
長　

約
10
年
か
か
る
と
の
説
明

は
、
他
自
治
体
で
行
わ
れ
た
区
画
整
理

事
業
で
の
一
般
的
な
数
字
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
約
７
４
５
万
人
、
27
年

度
約
６
８
７
万
人
が
県
の
人
口
で
、
町

の
人
口
は
７
年
度
３
万
２
８
４
７
人
、

27
年
度
３
万
１
７
９
８
人
と
の
国
の
機

関
の
予
測
で
あ
る
。

　

成
り
立
た
な
い
可
能
性
は
あ
る
が
、

現
在
は
準
備
段
階
で
あ
る
。　

　　

砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
は
成
り
立
つ
事
業
か

砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
は
成
り
立
つ
事
業
か

  

　

区
画
整
理

組
合
設
立
ま

で
約
10
年
、

そ
の
後
の
工

事
完
了
ま
で

約
10
年
か
か
る
と
の
説
明
を
も
ら
っ

た
。
そ
れ
に
間
違
い
は
な
い
の
か
。

　

20
年
後
の
県
と
町
の
人
口
は
ど
う
な

る
の
か
。

　

砂
子
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
果
た

し
て
成
り
立
つ
事
業
な
の
か
。

問　

不
適
切
な
事
務
手
続
き
の
詳
細
な

報
告
を
。

答　

住
民
税
な
ど
の
過
大
課
税
、
著
作

権
者
の
許
諾
を
得
な
い
で
イ
ラ
ス
ト
を

利
用
、
誤
っ
た
デ
ー
タ
な
ど
で
処
理
２

件
と
条
例
改
正
の
新
旧
対
照
表
の
誤
り

の
５
件
で
あ
る
。

　

令
和
８
年

度
の
学
校
給

食
費
に
、
国

か
ら
の
給
食

費
補
助
金
の

他
、
町
と
し
て
別
の
交
付
金
を
活
用
し

補
助
す
る
。
８
年
度
の
保
護
者
負
担
額

は
小
学
生
０
円
、
中
学
生
は
７
年
度
と

同
じ
約
５
５
０
０
円
で
あ
る
。

　

し
か
し
中
学
生
は
部
活
動
が
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
に
な
る
こ
と
で
、
８
年
度
の

家
庭
の
負
担
は
実
質
的
に
増
え
る
。

①
８
年
度
、
小
学
生
の
家
庭
の
費
用
負

担
は
何
か
増
え
る
の
か
。

②
小
学
生
の
保
護
者
に
給
食
費
の
若
干

の
負
担
を
お
願
い
し
、
中
学
生
の
家
庭

の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
は
考
え
た
か
。 

③
私
立
に
通
う
世
帯
は
ど
う
な
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

①
中
学
生
の
地
域
ク

ラ
ブ
へ
の
参
加
費
の
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
で
把
握
し
て
い
る
負
担
増
は
な
い
。

②
中
学
生
の
保
護
者
負
担
を
増
や
し
た

く
な
い
、
小
学
生
の
給
食
費
を
で
き
れ

ば
無
償
化
し
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

③
国
の
交
付
金
を
使
い
、
町
立
小
中
学

校
の
設
置
者
と
し
て
、
町
内
の
学
校
に

子
ど
も
が
通
う
保
護
者
に
補
助
し
、
国

立
・
私
立
学
校
は
対
象
外
と
す
る
。

小学生の給食費を何とか無償化したい思い

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介 　

現
在
の
防

止
規
程
を
条

例
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、

法
的
拘
束
力

や
相
談
体
制
の
独
立
性
、
公
表
義
務
、

再
発
防
止
策
な
ど
が
明
確
に
な
る
。

①
議
員
と
職
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
明
確
な
基
準
や
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
で
き
て
い
る
の
か
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
、
第

三
者
を
含
む
、
調
査
委
員
会
な
ど
の
組

織
は
あ
る
の
か
。

③
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス

ハ
ラ
）
で
は
、職
員
を
守
る
た
め
の
「
対

応
打
ち
切
り
基
準
」
は
明
確
な
の
か
。

④
条
例
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
と

あ
る
。い
つ
ま
で
に
草
案
を
出
す
の
か
。

持続可能な運営形態について検討していく

教
育
部
長　

①
ま
ず
は
利
用
実
態
や
運

営
コ
ス
ト
を
把
握
し
、
既
存
施
設
や
人

員
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
運
営
を
検

討
す
る
。

②
利
用
ル
ー
ル
の
周
知
や
保
護
者
見
守

り
を
基
本
と
し
、安
全
確
保
に
努
め
る
。

③
当
面
は
無
料
と
し
、
利
用
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
料
金
設
定
を
検
討
す
る
。

総
務
部
長　

カ
フ
ェ
運
営
は
引
き
続
き

商
工
会
と
協
議
を
進
め
る
。

    

　

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
キ
ッ
ズ

エ
リ
ア
と
カ

フ
ェ
エ
リ
ア
）
事
業
は
、
健
康
増
進
や

子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
的
と
し
た
重

要
な
公
共
投
資
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
財
政
負
担
や

将
来
世
代
へ
の
影
響
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
整
備
後
の
運
営
体
制
や
料
金

設
定
、
安
全
管
理
な
ど
、
持
続
可
能
な

運
営
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

①
財
政
的
な
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

②
安
心
・
安
全
な
運
営
の
基
本
方
針
は

③
利
用
料
金
と
カ
フ
ェ
運
営
に
つ
い
て

　　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
の
将
来
性
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
の
将
来
性
は

 八
や が み

神　太
た い き

紀   𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

 鈴
す ず き

木　満
みつる

　

　　
中
学
生
の
保
護
者
負
担
が
増
す
交
付
金
配
分
を
問
う

中
学
生
の
保
護
者
負
担
が
増
す
交
付
金
配
分
を
問
う

行政改革推進委員会行政改革推進委員会

答
弁

質
問

　令和７年度第４回行政改革推

進委員会が、令和８年３月 18

日に開催されました。

　委員会では、令和８年度から

12 年度までの「町行財政持続

化プラン（案）」が示されました。

　最後に会長から「補助金交付

は、補助団体間で不公平があっ

てはいけない。担当課が各団体

にきちんとヒアリングをしてほ

しい」という要望を出した上で、

了承されました。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
令
和
８
年
度
予
算
執

行
に
当
た
っ
て
の
要
望
事
項

を
、
附
帯
決
議
と
し

て
送
付
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

本
会
議
で
全
員
賛

成
で
可
決
、
決
議
を

町
に
送
付
し
ま
し
た
。

〈
決
議
の
要
旨
〉

令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
近
年

の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
け
た

持
続
可
能
な
町
政
運

営
を
見
据
え
た
歳
出
の
見
直
し

が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を

す
る
。

①
補
助
金
の
見
直
し
は
、
町
民

に
十
分
説
明
し
、
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

②
補
助
金
の
交
付
に
は
公
平
性

に
配
慮
し
、
町
民
の
納
得
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

③
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

は
、
真
に
効
果
の
あ
る
事
業
と

な
る
よ
う
十
分
に
検
討
し
決
定

す
る
こ
と
。　

令和８年度一般会計予算令和８年度一般会計予算
―　附帯決議　――　附帯決議　―

し
か
し
、
歳
出
の
削
減
が

先
行
し
、
町
民
や
各
種
団
体
に

対
し
て
、
公
平
な
予
算
編
成
で

あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難

い
。
そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
十
分
に
留
意
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

損
害
賠
償
に
つ
い
て

損
害
賠
償
に
つ
い
て

▼
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　
　
　
　
　

１
０
７
万
６
千
円

▼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

　
「
町
暮
ら
し
の
福
祉
ガ
イ
ド
」

の
表
紙
に
掲
載
し
た
イ
ラ
ス
ト

を
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
な

い
で
利
用
し
続
け
た
こ
と
で
損

害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
法
律
の
定
め
に

〈作成：厚生労働省〉

わくわくリング

家庭負担を多角的に捉え

　　　交付金配分を考えるべき

地権者への説明会



おおはる議会だより（4）

6 月定例会  日程（案）
　

　５月２８日（木）議会運営委員会

　６月　3 日（水）開会　上程・提案説明

　　　　８日（月）一般質問

　　　　９日（火）質疑

　　　１１日（木）総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１２日（金）文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　１９日（金）10：00　 予算決算常任委員会

          　　　　　　11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程などは変更となる場合があります。

　請願・陳情書は５月２１日（木）受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

▼
令
和
７
年
度
は
、
町
制
施
行
50
周
年

で
し
た
。
財
政
の
関
係
で
規
模
は
縮
小

さ
れ
た
と
は
い
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
雅
の
会
と
「
日
本
三
大
つ
る
し
飾
り
」

の
静
岡
県
東
伊
豆
町
、
山
形
県
酒
田
市
、

福
岡
県
柳
川
市
と
の
つ
る
し
飾
り
共
同

展
示
を
拝
見
し
ま
し
た
。
大
変
立
派
な
も
の
で
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

▼
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

✖
✖
✖
町
補
助
団
体
の
代
表
者
へ
の
就
任
禁
止
✖
✖
✖

　
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
３
条
（
政
治
倫
理
基
準
）
の

４
に
、「
町
か
ら
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る

団
体
の
代
表
者
の
地
位
に
つ
か
な
い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　賛成：〇     　反対：✖　

  ※ 議長は採決に加わりません。

　
池
田
　
耕
介

　
八
神
　
太
紀

　
手
嶋
い
ず
み

　

後
藤
田
麻
美
子

　
鈴
木
　
　
満

　
三
輪
　
明
広

※
若
山
　
照
洋

　
松
本
　
英
隆

　
林
　
　
健
児

　
𠮷𠮷
原
　
経
夫

　
林
　
　
哲
秀

令和7年度一般会計補正予算（第7号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

令和８年度一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

令和８年度国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

結
　
果

賛否の分かれた議案
 

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

　
　
　
　

　
　
　
　

  

議
会
議
員
の
選
挙

議
会
議
員
の
選
挙

　

後
藤
田
麻
美
子
議
員

〈
任
期
〉

令
和
８
年
４
月
か
ら
２
年
間

【回答】 

　令和 5 年 4 月 1 日より

町内の医療機関やスーパー

の最寄りにバス停を新設す

るなど、利便性に配慮した

コースに見直し、運行をし

ています。 

　現在、1 台のバスで運行をしています

が、増車や増便などは、さらに多額の経

費が必要となるため、費用対効果の面か

らも慎重に検討する必要があります。

　【回答】

　バスについては、関係機関と密接な連

携を図りながら、公共交通の活性化に取

り組んでいきます。

　地下鉄の延伸は、陳情や要望活動を国、

県、名古屋市に対して行っており、継続

して要望を行っていきます。

　　届けます！ 届けます！ 住住  民民 の  の 声声

議議

会会

報報

告告

会会

◎他の議案は、全員賛成で可決しました。

◎議決結果の一覧は、ホームページをご覧ください。

二十歳二十歳のつどい実行委員実行委員との懇談懇談
　「二十歳のつどい」実行委員から寄せられた、町に対する意見や

要望とその回答の主なものです。

　バスの最終便が早い。

　遅らせてもらえるよう働きかけ

てほしい。

　地下鉄を、ぜひ通してほしい。

　公民館の学習室の開室時間が

17 時までとなっている。延長し

てほしい。スポーツセンターには

設置できないのか。

【回答】

　コスト面の観

点から今すぐ延

長することは難

しいです。

　今のところ、スポーツセンターへの設

置はできません。

　【回答】

　街路灯は、設置場所周辺の承諾を得て、

また、カーブミラーは設置が必要な交差

点なのかを検討し、予算の範囲内で設置

していきます。

　街路灯がなく、とても暗いとこ

ろがあり、危険。また、見通しの

悪い交差点などにカーブミラーが

設置されていないところがある。

公民館の学習室

　公園の「ボール遊び禁止」につ

いて、子どもたちがもっと開放的

にのびのびと遊べる環境を整える

べきだ。

【回答】

　ちびっこ広場は、小

規模な場所で、住宅が

隣接している場所が多

いことや、幼児や低学

年の児童の安全に配慮

する必要があり、ボール遊びを禁止とし

ています。

　町内 3 カ所にある球技場や、小学校

運動場開放の継続で、子どもたちの遊び

場の確保に努めていきます。

議員と参加者との懇談

議会報告の様子

※議会報告会での懇

談内容の詳細は、議

会のホームページを

ご覧ください。

　

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
２
軍
誘
致

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
２
軍
誘
致  

立
候
補
を
要
望

立
候
補
を
要
望

　

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
フ
ァ
ー
ム
拠
点
の
移
転
先
公
募
に
応
募

す
る
よ
う
、
３
月
23
日
の
議
会
閉
会
後
に
、
議
員
10
人
が
町
長

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

※懇談内容の詳細

は、 議 会 の ホ ー ム

ページをご覧くださ

い。

※大治町や議会に対

するご意見、ご要望

があれば、こちらの

二次元コードからお

寄せください。

　１月 31 日に、議会報告会を公民館で開催しました。令和 6 年度の決算

や令和 7 年度の事業の報告のあと、「これからのまちづくり」をテーマに、

参加された皆さまとの懇談会を行いました。

　そこで出された質問や要望を町長に提

出し、回答がありました。

　今年の議会報告会では、昨年の 2 倍以

上の方にご参加いただきました。ありが

とうございました。

　皆さまとともに、この町をさらに良く

できるよう努めてまいります。

　今後も議会は、全ての年代の皆さまの声に耳を傾け、町に要望をしていきます。

【回答】 

　本町における個人版ふるさと納税は、

これまで返礼品の選定に至っておらず、

制度の活用が十分に図られていません。 

　今後は、町内事業者との連携を図りな

がら返礼品の掘り起こしを進め、費用対

効果や運用体制を整理した上で、前向き

に導入を検討していきます。

　町へのふるさと納税の返礼品を

選定してほしい。

　福祉巡回バスは使い勝手が悪い。

改善してほしい。 


